





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （第 2版）　小学館　2012 年
２）抽出項目は、論文の副題として示している、「子ども
の存在・概念」を把握する手がかりとなる、「項目
欄」を限定した。「ことわざ」の表記については、部
分的に平易な表記に変換した。
３）「子ども存在・概念」を象徴的に表現すると受け止め
られるキーワードの表記とした。
４）記載用例の頭出しに示している（No. 番号）は、各
欄における記載順の番号である。記載番号の登録は、
田中が行なったものである。
５）各欄のキーワードは、重複するものもある。同一の
キーワードの場合は、一つのみのキーワードの登録
とした。
